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戻れない村民の生活再建を
考える

福島県相馬郡飯舘村小宮字野手神

新天地を求める会 伊藤 延由

2012.11.18
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私の思い
◎飯舘村は除染によっては復興しない

◇年間被ばく量 １ｍSVは達成出来ない

◇子どもたちを住まわせてはいけない

◇年寄りだけ戻っても１０年後、２０年後は廃墟

◇農業は風評被害を克服できない

◇１００年、２００年をかけて復興させる

◎故郷は遠きにありて思うもの

◎私の復興

◇孫たちと住める生活環境
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新天地を求める会？

●飯舘村小宮行政区民数名の任意団体

●正体不明の団体

●会員数 ４名？

◇村が発表した除染計画では飯舘村の復興は不可能

⇒住民投票を要求

◇安全・安心な居住地の提供を国に求める

◇新飯舘村建設・移住の原資を捻出する為、中間貯蔵施設の受入

を苦渋の選択で受け入れる、国による不動産の借り上げ・買上げ

を求める

◇最終処分場の受入も排除しない
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活動実績
１．２０１１年１１月『新飯舘村の建設を目指す署名』

１２月初旬 村から規制の通達で頓挫？
署名結果：２００名程の署名を集めたところで村からの規制が掛かり頓挫？

国会議員に陳情 ⇒ 空振り

２．２０１２年５月『飯舘村村民アンケート』発信

６月５日結果発表（月刊『政経東北』社支援）

我々の行動を受け急遽村がアンケートを実施

３．小宮地区への仮置き場設置反対の中心で活動
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署名活動
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村民アンケート
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【アンケート配布＆回収状況】
配布数： １，５３９件（内９１通は不達）

回収数： ５７６通

回収率： ３９．７８％

５０歳未満
８５件 １４．８％

4.3%25無回答

3.6%2180歳-

15.3%8870-79歳

30.0%17360-69歳

31.9%18450-59歳

10.4%6040-49歳

3.1%1830-39歳

1.0%620-29歳

0.2%116-19歳

Q1 年齢(576)
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帰村について

Ｑ10帰村について

今すぐにも帰村したい 38 6.6%
帰村するつもりはない 283 49.1%
国（村）が安全宣言すれば帰村する 78 13.5%
宅地が1mＳⅴ／年以下になれば帰村したい 36 6.3%
宅地が５mＳⅴ／年以下になれば帰村したい 5 0.9%
宅地が２０mＳⅴ／年以下になれば帰村したい 1 0.2%
宅地と農地が1mＳⅴ／年以下になれば帰村したい 37 6.4%
宅地と農地が５mＳⅴ／年以下になれば帰村したい 5 0.9%
宅地と農地が２０mＳⅴ／年以下になれば帰村したい 1 0.2%
村全体が1mＳⅴ／年以下になれば帰村したい 51 8.9%
村全体が５mＳⅴ／年以下になれば帰村したい 11 1.9%
村全体が２０mＳⅴ／年以下になれば帰村したい 3 0.5%
無回答 27 4.7%
合計 576 100.0%

今すぐにも帰村したい

帰村するつもりはない

国（村）が安全宣言すれば帰
村する

宅地が1mＳⅴ／年以下にな
れば帰村したい

宅地が５mＳⅴ／年以下にな
れば帰村したい

宅地が２０mＳⅴ／年以下に
なれば帰村したい

宅地と農地が1mＳⅴ／年以
下になれば帰村したい

宅地と農地が５mＳⅴ／年以
下になれば帰村したい

宅地と農地が２０mＳⅴ／年
以下になれば帰村したい

村全体が1mＳⅴ／年以下に
なれば帰村したい

村全体が５mＳⅴ／年以下に
なれば帰村したい

村全体が２０mＳⅴ／年以下
になれば帰村したい

無回答
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帰村について（村のアンケート）

帰村について
回答数    １，７８８件

1 避難解除されれば村に帰りたい 215 12.0%
2 解除されてもすぐには帰らないが、いずれは村 814 45.5%
3 村に帰るつもりはない 592 33.1%
4 その他 76 4.3%
5 無回答 91 5.1%

1788 100.0%

避難解除され
れば村に帰り

たい

解除されても
すぐには帰ら
ないが、いず
れは村に変え

る

村に帰るつも
りはない

その他

無回答

避難解除されれ
ば村に帰りたい

解除されてもすぐ
には帰らないが、
いずれは村に変
える
村に帰るつもり
はない

その他

無回答
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健康は？

Q17 自身と家族の体調（576）
震災前と変化は無い 50 8.7%
震災前と比べると何となく良くない 262 45.5%
震災前と比べるといちじるしく悪くなった 231 40.1%
その他 17 3.0%
無回答 16 2.8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

1

震災前と変化は無い

震災前と比べると何となく良くない

震災前と比べるといちじるしく悪く
なった

その他

無回答

0% 20% 40% 60% 80% 100%

1

震災前と変わらない

震災前と診療科目、投薬などが増え
た

震災前より診療科目、投薬などが
減った

震災後に入院した

その他

無回答

Q18 自身と家族の通院・投薬（576）
震災前と変わらない 126 21.9%
震災前と診療科目、投薬などが増えた 375 65.1%
震災前より診療科目、投薬などが減った 6 1.0%
震災後に入院した 30 5.2%
その他 6 1.0%
無回答 32 5.6%
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アンケートの証明

村内一年間の死者数

１３５名（平年では１００名に満たなかった）

特に特別養護老人ホームでは新たな入居者

４８名（平年度は１０名程度）

低線量被ばくの結果？？

特養は当初避難しなかった特養入所者へのストレス回避の為、ストレスが無かった
のにこの数値は？
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今、飯舘村は

避難状況(24.10.1現在)
飯舘村は2011年4月22日計画的避難が発令され全村民避難。

１．県 外 ３０３世帯 (国外 １２世帯 １４名含む)
２．県 内 ２，７１５世帯

３．村 内 ９７世帯

４．不 明 ２世帯

計 ３，１１７世帯 ６，０４７人

(震災前 １，７００世帯 ⇒ 三世帯同居が分離避難)

施設別(県内)
１．仮設住宅 ９地域 ６００世帯 １，１８２人

２．公的施設 １９０世帯 ５２２人

３．借上住宅 １，６７９世帯 ３，９９３人

４．親族宅等 ２４４世帯 ３４７人
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飯舘村は除染によっては復興しない
●今行われている除染は

◇村民の為の除染？、除染業者の為の除染？

◇除染業者に目標が示されていない

◇双葉８ヶ町村の除染が頓挫し、ゼネコンが集めた資材、人材が遊

ぶので飯舘村に集中投入（４，０００～５，０００人投入）

◇除染により一端は低下するが時間経過とともに戻る

時間経過を待たず、平成２６年３月に避難指示解除見込みを国

と村が合意。（除染して線量が下がったらと言う条件はない）

●今、国、自治体が行うべきこと

◇災害復興住宅の建設 ⇒ 村民の意向を聞く

仮設住宅からの救出

◇東電に対する賠償に正面から取り組む
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放出された放射性物質を除去する手立
ては無い

◎直接除去する薬剤は無い

村内の民家屋根の除染
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水田の除染

除染廃土の仮仮置場

↓

水田１ｈａから

約１，０００㌧の廃土

元は『一般廃棄物最終処分場』
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← 雨樋の下２３４μSV/h
この程度のホットスポットは
村内いたる所にある

自衛隊が行なった役場前の

石畳の除染

線量の遷移

2011.12.20  1.57μSV/h
2011.12.29  2.89μSV/h
2012.01.10  3.26μSV/h
2012.02.16  2.19μSV/h(降雪)
2012.04.10  2.64μSV/h
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そして国と自治体は
これまで国内では年間被曝線量 １ｍSV

除染の目標を年間被曝線量 ５ｍSV ⇒

除染しても１ｍSV以下に戻らない事が判ると

放射線管理区域とは：放射線による障害を防ぐため、作業者の出入り規制、防護設備の徹底、
線量の監視、汚染、拡大防止などが法令で定められている区域です。原子力発電所、病院、
工場、大学、研究所などの一部の場所（１時間あたり０．６μSV超=年間約５ｍSV）が指定され、
一般人の立ち入りを規制(禁止)しています。

しかし、それも達成が困難とわかると

年間２０ｍSV以下は、タバコの害よりも低い、仮設のストレスよりも低いと言
い、２０ｍSV以下の地域を『避難指示解除準備区域』と称して帰村宣言を予

定している。⇒ ８月７日福島市内の住民懇談会の発言！！
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村民モルモット？

●子どもたちの健康

国及び自治体の初期対応の不備を子どもたちは自分の

体で証明しないといけない

●低線量被ばくによる健康被害

◇低線量被ばくは晩発生のがんや白血病などだけ？

◇高齢者や慢性疾患者に対する健康被害



iitate-sora20121118 19

東電賠償の現状は

●村民の復興を妨げる東電の賠償態度

村は民事不介入を盾に？村民への支援は行わない

◇今年５月に至り漸く、“原発事故が無ければかからなかった費用は

東電に請求できます”と言う文書を発信しましたが、東電はこれさえ

も”中間指針”に無いものは請求しても支払わないのが現状

◇聞かなければ理由も言わない

◇電話で４時間も話した人、４時間は珍しいが３０分１時間はざら

●賠償の原点は“現状復帰”

◇財物の賠償が決まらないと”新天地”を求める原資が調達出来ない

◇財物の補償を優先しなければ生活再建は出来ない

◇今行われている５年分６００万円の一括払いは避難等に関わる精神

的慰謝料の一括払い、使ってしまったら後の生活どうする？
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補償交渉実例

私の場合は中間指針に無い項目１５項目要求、１３通約１０，０００字の
手紙を発信、漸く一項目を認めた。

しかし理由も述べず、”請求額”、“算定額”の表示のみ。

7/6の算定額38,680円10/1の算定額338,680円

請求額円242,704円第三回目 11年12月～12年02月
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貨幣経済に現われない豊かさ

●飯舘村の魅力

所得レベルでは福島県下最下位なのに？

自然、風光明媚はもとより、人の心の豊かさ、食の豊かさ。四季折々

の産物（山菜・茸等）、取れたての食材（献立を決めて畑に、畑で完

熟したトマト）、日本蜜蜂の蜂蜜。

現状では、中間指針にない、領収書が無いもの、日常の生活費増は

１０万円の避難等にかかわる精神的損害に含まれるなどの理由で補

償対象になっていない。

◇中間指針に無いのはそっちの勝手

◇百姓は元来領収書など取らないのが日常
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ＭＰ
今、正さなければ！！

＊１：小宮ＭＰ詳細

0.925 3.3003.053関沢12

草野小0.736 1.3901.023草野11

飯舘中0.971 2.8102.728伊丹沢10

0.767 1.4201.089二枚橋・須萱9

臼石小0.812 3.212.605臼石8

0.671 3.0802.066前田7

0.781 2.3801.858佐須6

0.815 2.2501.833宮内5

0.774 1.4901.154大倉4

0.804 1.9701.583八木沢3

0.787 7.0105.519蕨平2

＊１0.770 4.6103.550小宮1

備考Ｍ／ＡALOKA測定値ＭＰ表示設置場所Ｎｏ

（単位：μSV/h）測定日：2012.09.13

飯舘村モニタリングポスト測定値



iitate-sora20121118 23

◎原発事故は地震や津波だけで起こる訳ではない

・1979.3.28 スリーマイル島原発事故

・1986.4.26 チェルノブイリ原発事故

・1999.9.30 JCO事故(原発ではないが)
は地震でも津波によるものではない、関与した“人”
に関わる事故である。

↓

人はミスを犯す動物

↓

事故が起きた時に復旧する手立てが無い
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原発は現在の人
知では制御不能
なプラント！！


